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様式第４号（第 11項関係）  

 

審議会等の会議の記録  

 

審 議 会 等 の 名 称  令和２年度第３回西脇市まちづくり推進審議会  

開 催 日 時  令和２年 12月 24日（木）午後７時 00分～９時 00分  

開 催 場 所  西脇市生涯学習まちづくりセンター  会議室２  

出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  

平 田 富 士 男 会 長 、 藤 原 悟 副 会 長 、 松 尾 憲 子 委 員 、 井

上 浩 代 委 員 、 藤 井 裕 子 委 員 、 清 水 賢 一 委 員 、 松 本 美

千代委員、李貫一委員   計８名  

欠 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  

藤井琢己委員、岡井昭憲委員、篠田善健委員   

計３名  

出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数  

都 市 経 営 部 長  筒 井 研 策 、 ま ち づ く り 課 長  池 田 正

人 、 ま ち づ く り 課 主 査  和 田 裕 行 、 ま ち づ く り 課 職

員  遠藤香里、鳥田朱里   計５名  

公 開 ・ 非 公 開 の 別  公開  

非 公 開 の 理 由  ―  

傍 聴 人 の 数  ０名  

議 題 又 は 協 議 事 項  １  あいさつ（会長）  

２  報告事項  

 ⑴  第 ２ 回 ま ち づ く り 推 進 審 議 会 で の 確 認 事 項 に

ついて  

３  協議事項  

 ⑴  西 脇 市 自 治 基 本 条 例 に 基 づ く 取 組 の 検 証 に つ

いて  

４  その他  

 ⑴  今後の予定について  

会議の記録（概要）  

発 言 者  発言内容等  

 

会 長  

 

１  あいさつ（会長）  

  今 年 度 ３ 回 目 の 審 議 会 と な り 、 審 議 の 内 容 も 具 体 的 に な っ て

き た 。 委 員 の 皆 さ ん に は 、 引 き 続 き 忌 憚 の な い 意 見 を お 願 い す

る。  

 

 

事 務 局  

２  報告事項  

⑴  第２回まちづくり推進審議会での確認事項について  

・事務局から 【資料１】に基づき説明  

（質問・意見等無し）  
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３  協議事項  

⑴  西脇市自治基本条例に基づく取組の検証について  

 ・ 諮 問 書 に 挙 げ る 『 検 証 項 目 １ ： 「 情 報 の 共 有 」 に 係 る 市 の 制

度 及 び そ の 運 用 に 対 す る 評 価 』 に 係 る 部 分 に つ い て 、 【 資 料

２ － １ 】 、 【 資 料 ２ － ２ 】 及 び 【 資 料 ３ （ Ｐ １ ～ 11） 】 に 基

づ き 説 明 （ 途 中 、 実 際 に 市 の Ｈ Ｐ 画 面 を ス ク リ ー ン に 映 し 、

委員の皆さんが知りたい情報等を検索）  

 ・ 委 員 の 皆 さ ん が 情 報 を 入 手 し た い と 思 っ た 際 に 、 ど の よ う に

収 集 さ れ る か 、 ど う い っ た 手 段 を 使 う こ と が で き る か と い っ

た視点で評価をいただきたい。  

 ・ 以 前 、 市 の 条 例 を 見 た い と 思 い 検 索 し た が 、 見 つ け る こ と が

できなかった。  

 ・ 市 の Ｈ Ｐ 上 に 例 規 集 の バ ナ ー が あ り 、 そ の ペ ー ジ に 入 る と 、

検 索 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 例 規 集 の サ イ ト は 市

Ｈ Ｐ と は 別 の サ ー バ ー に あ る も の な の で 、 市 の Ｈ Ｐ の 検 索 窓

で の 検 索 で は た ど り 着 け な い 。 加 え て 、 市 民 に と っ て 「 例 規

」 と い う 言 葉 自 体 馴 染 み が な い た め 、 表 記 の 方 法 も 工 夫 が 必

要と感じた。  

 ・そもそもＨＰト ップに検索窓があることを初めて知った。  

 ・ 検 索 窓 が 小 さ く 、 分 か り に く い の で は な い か 。 ま た 、 最 近 で

は 音 声 検 索 を す る 方 も 増 え て き て い る の で 、 検 索 ワ ー ド の 設

定等が大変重要と考える。  

 ・ 市 の 公 共 施 設 に つ い て 、 正 式 名 称 と は 別 に 愛 称 が つ け ら れ て

い る 施 設 が あ る が 、 市 民 に あ ま り 浸 透 し て な い と 感 じ る 。 正

式名称と愛称がまだまだ 一致しないことが多い。  

 ・ 表 記 の 統 一 を 図 る と と も に 、 し っ か り と 周 知 し て い く こ と が

大切と考える。  

 ・ 市 の 情 報 発 信 と い う 視 点 に 加 え 、 市 民 同 士 の 情 報 の 共 有 と い

う 視 点 に つ い て も 、 市 民 の 皆 さ ん が 情 報 を 発 信 し た い 場 合 に

簡 単 な 手 続 き で 発 信 で き る 環 境 が 整 っ て い る か ど う か 等 ご 意

見をいただきたい。  

 ・ 市 の 行 事 予 定 等 に つ い て の 情 報 を 入 手 す る の は 月 １ 回 の 市 の

広 報 紙 の み で あ り 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等 で 情 報 を 収 集 し よ う と

す る と 、 開 催 結 果 （ 報 告 ） の 記 事 ば か り を 目 に す る 。 今 後 の

予定について、 もう少し簡単な方法で入手できればと思う。  

 ・市からの情報が適切な時期に提供されているのかどうか。  

 ・ 原 則 、 市 の 広 報 紙 に 掲 載 す る も の は 市 の Ｈ Ｐ に も 掲 載 す る こ

と に な っ て お り 、 広 報 紙 は 市 の Ｈ Ｐ で も 閲 覧 す る こ と が で き

る 。 ま た 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ で 市 の 公 式 ア カ ウ ン ト を 友 達 だ ち 登 録 す
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ると 今後開催の情報等を入手することができる。  

 ・ＬＩＮＥ登録のことは市の広報紙 にも載っているのか。  

 ・少なくとも 広報 12月号 には載っていない。  

 ・ 県 で は 、 探 し て い る 情 報 が Ｈ Ｐ 上 の ど こ に あ る の か 、 電 話 で

画面に沿って教えてくれる。  

 ・ 市 も 仕 組 み と し て は な い が 、 電 話 で 問 い 合 わ せ が あ れ ば 同 じ

ように対応している。  

・ 市 は あ ら ゆる 手 段 で 情 報 を 提 供し て い る と 思 っ て いる が 、 市

民 に と っ て は ど こ に 情 報 が あ る の か が 分 か ら な い 方 も 多 く 、

そこに自己評価と外部評価とのズレがあるように思う。  

・いただいた意見を 課題として担当課と共有させていただく。  

・ 夜 間 歩 行 時の 反 射 た す き に つ いて 、 以 前 、 担 当 課 に行 く と 配

布 し て い た だ け る と の 話 し を 聞 い た が 、 結 局 ど こ に 行 け ば 良

いか分からなかった。  

・ 市 民 が 情 報を 得 る 手 段 と し て 、ネ ッ ト 検 索 、 市 役 所へ 電 話 す

る 、 直 接 市 役 所 に い く 等 が 想 定 さ れ る 。 市 役 所 に は 、 コ ー ル

センター等のワンストップ 電話相談窓口はあるのか。  

・ ワ ン ス ト ップ で は な い が 、 外 線は 全 て 電 話 交 換 で 受け 、 用 件

に応じて担当課につなぐ仕組みとなっている。  

・ 市 民 が 情 報を 入 手 す る 手 段 の うち 、 市 役 所 に 直 接 行く 、 電 話

で 問 い 合 わ せ る と い う ス テ ッ プ に つ い て は 、 完 全 な ワ ン ス ト

ッ プ で は な い が 総 合 窓 口 や 電 話 交 換 等 に よ り 担 当 課 へ 振 り 分

け て も ら う こ と が で き る が 、 Ｈ Ｐ に つ い て は 、 ト ッ プ ペ ー ジ

の 総 合 窓 口 （ 検 索 窓 ） が 分 か り に く い と い う こ と が 課 題 の １

つとして挙がった。  

・市民同士の情報交換という視点で他のご意見等はないか。  

・ 市 内 ８ 地 区の 区 長 会 長 ら に よ る会 合 が 定 期 的 に あ るの で 、 比

較 的 各 地 区 の 情 報 は 共 有 で き て い る よ う に 思 う 。 ま た 、 地 域

自 治 協 議 会 が 設 立 さ れ て い る ３ 地 区 （ 津 万 、 比 延 、 黒 田 庄 ）

間 に お い て も 、 今 年 度 は あ ま り 事 業 が 実 施 で き て い な い が 、

地 区 通 信 等 で 情 報 共 有 が で き て い る 。 今 後 は 共 通 し た 事 業 を

一緒に開催する等、連携を深めていきたい。  

  た だ 、 地区 が 実 施 す る 活 動 の情 報 等 を 一 般 市 民 まで に は 届

け ら れ て な い と 感 じ る 。 市 内 全 地 区 で 自 治 協 議 会 が 設 立 さ れ

た 際 に は 、 市 民 へ の 情 報 発 信 と し て イ ベ ン ト 的 な こ と が 開 催

できればと思う。  

・ 自 身 が 所 属す る ボ ラ ン テ ィ ア 団体 で イ ベ ン ト を 開 催し た 際 、

新 聞 社 に も 依 頼 し て 告 知 を 行 っ た が 、 あ ま り 集 客 に つ な が ら

な か っ た 。 Ｓ Ｎ Ｓ 等 の 様 々 な 媒 体 を 使 っ て 情 報 発 信 す る こ と
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は も ち ろ ん 大 切 で あ る が 、 何 か に 参 加 し た い と 思 う 原 動 力 は

人 と 人 と の つ な が り だ と 強 く 感 じ た 。 少 し 前 ま で は 、 地 域 に

は 子 ど も 会 や Ｐ Ｔ Ａ が あ っ て 自 然 と 人 と つ な が れ て い た 。 情

報 を 発 信 す る た め の 人 づ く り だ け で な く 、 根 本 的 に 人 と 人 が

つながる仕組みづくりが大切だと考える。  

・ 自 身 が 所 属す る 地 域 自 治 協 議 会で 広 報 の 担 当 を し てお り 、 情

報 発 信 の 苦 労 は と て も 共 感 で き る 。 ま だ ま だ 紙 媒 体 に よ る 情

報 発 信 の 需 要 が 多 い た め 、 地 区 の 広 報 紙 も 紙 媒 体 で 発 信 し て

い る が 、 最 近 で は 若 い 方 に 向 け て Ｓ Ｎ Ｓ 等 で の 情 報 発 信 も 行

っ て い る 。 今 年 は コ ロ ナ 禍 で 多 く の イ ベ ン ト が 実 施 で き な か

っ た の で 、 YouTubeで 絵 本 の 読 み 聞 か せ や 歴 史 研 修 会 の 動 画

配 信 を 行 っ た 。 知 り 合 い の お 父 さ ん 等 が 登 場 す る こ と で チ ャ

ン ネ ル の 登 録 者 数 も 増 え て い る よ う に 思 う 。 顔 の 見 え る 関 係

の大切さを感じた。  

・ 市 民 の 皆 さん の 多 く は 、 発 信 した い 気 持 ち も コ ン テン ツ も あ

る が 、 発 信 の 手 段 や 方 法 に 関 し て 知 識 や 技 術 が 不 十 分 な と こ

ろ が あ り 、 そ の サ ポ ー ト が あ れ ば と 思 っ て い る 。 加 え て 、 テ

ク ニ ッ ク だ け で な く そ れ 以 前 の 人 と の つ な が り を 作 り 育 て る

取 組 の 重 要 性 も 感 じ て い る 。 人 と の つ な が り を 作 る に も き ち

ん と 情 報 を 発 信 す る こ と が 大 切 で あ り 、 発 信 し た い 情 報 を タ

ー ゲ ッ ト に き ち ん と 届 け る た め の サ ポ ー ト 体 制 に つ い て さ ら

に検討する余地があると感じた。  

・ 市 民 が 情 報を 得 る た め の 総 合 的な 窓 口 と い う 観 点 で、 図 書 館

の レ フ ァ レ ン ス 機 能 を 生 か す こ と は で き な い か と 考 え る 。 あ

る 図 書 館 で は 異 業 種 交 流 会 を 開 催 さ れ て い る と こ ろ も あ り 、

顔 の 見 え る 関 係 の 中 で 情 報 が 交 換 さ れ る こ と で 、 信 頼 性 等 が

生 ま れ 、 次 の 活 動 に つ な が っ て い く の か と 思 う 。 ま た 、 人 材

バ ン ク 等 を 生 か し な が ら 、 そ れ を サ ポ ー ト す る 体 制 を 中 間 支

援 と し て 整 え る こ と で 、 市 民 間 の 情 報 共 有 と い っ た と こ ろ を

補完していけるのではと考える。  

・ 情 報 の 海 の中 で 、 市 民 が 入 手 した い 情 報 へ た ど り 着け る よ う

に 誘 導 す る 機 能 を 誰 が ど の よ う に 担 う の か 模 索 が 必 要 。 市 が

発 信 す る 情 報 が 、 市 民 に ど れ だ け 正 確 に 伝 わ り 生 活 の 向 上 に

役 立 っ て い る の か ア ウ ト プ ッ ト と ア ウ ト カ ム を 結 び つ け る こ

と が 必 要 と 考 え る 。 市 民 が 情 報 を 入 手 す る 際 に 行 う ３ ス テ ッ

プ （ Ｈ Ｐ を 見 て み る → 市 に 電 話 し て み る → 市 役 所 に 直 接 行 っ

て み る ） に 沿 っ て 現 状 （ レ フ ァ レ ン ス 機 能 の 充 実 性 等 ） を 検

証 す る こ と が 必 要 で は な い か 。 数 あ る 情 報 の 中 で 自 分 が 求 め

る 情 報 に 最 短 で た ど り 着 く こ と が で き る 市 民 は あ ま り 多 く な
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い と 考 え る 。 Ｈ Ｐ 内 の 交 通 整 理 が 充 実 し て い な い と と も に 、

検 索 窓 等 の レ フ ァ レ ン ス 機 能 が あ る こ と 自 体 市 民 に は 伝 わ っ

ていないと感じた。  

・ 本 日 の 議 題で も あ る 市 民 間 の 情報 共 有 は と て も 重 要だ と 考 え

て い る 。 行 政 が 市 民 の 活 動 を 発 信 し た い と な っ て も 、 公 平 性

の 観 点 で 流 せ な い 場 合 が 多 い 。 ま ず は 、 市 民 間 で 情 報 共 有 を

し な が ら 活 動 を 進 め て い た だ き 、 活 動 が 成 長 す る こ と で 行 政

と の 連 携 も 生 ま れ 、 市 を よ り よ く し て い く 施 策 を 一 緒 に 進 め

る こ と が で き 、 そ れ が 参 画 と 協 働 の ま ち づ く り だ と 考 え る 。

現 在 、 行 政 が 入 り 込 み に く い 部 分 を 民 間 の 範 囲 で 連 携 、 調 整

す る 中 間 支 援 を Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 に 委 託 し て い る 。 民 間 で 市 民 を サ

ポ ー ト す る 中 間 支 援 機 能 を さ ら に 生 か し て い く こ と で 、 市 民

間 の 情 報 共 有 や 連 携 し た 活 動 が 育 っ て い く よ う 、 中 間 支 援 機

能について積極的な周知・ＰＲを行っていきたい。  

・ 市 内 全 地 区で 地 域 自 治 協 議 会 が設 立 さ れ れ ば 、 中 間支 援 機 能

のような役割を担えるのではと考える。  

・ 紙 媒 体 だ と 、 紙 面 の ペ ー ジ 数 等の 容 量 が 決 ま っ て おり 、 そ こ

に 入 り き ら な い 内 容 を ど う す る の か と い う 判 断 が 生 じ た 場 合

に 公 平 性 と い う 問 題 が 出 て く る と 考 え る 。 し か し な が ら 、 Ｓ

Ｎ Ｓ 等 で あ れ ば 容 量 に 制 限 な く 載 せ る こ と が で き る と 考 え る

伝 え た い コ ン テ ン ツ は あ る け ど 、 ツ ー ル が 分 か ら な い 人 を 行

政 が ど う サ ポ ー ト し て い く の か 、 担 当 課 で 議 論 い た だ き た い

と思う。  

・ そ れ は 、 市民 の つ ぶ や き 的 な もの を 市 の Ｓ Ｎ Ｓ 等 で発 信 す る

ということか。  

・ 例 え ば 、 市 の Facebook担 当 に 依 頼 す る こ と で 、 市 民 も イ ベ ン

ト 情 報 を 告 知 で き る よ う な 仕 組 み を 作 る こ と も 市 民 同 士 の 情

報共有の１つではと考える。  

・ 「 情 報 の 共有 」 に 係 る 評 価 の ポイ ン ト と し て 、 情 報の 提 供 側

と 受 け 手 側 の 感 覚 に ズ レ が あ っ て 、 そ の ズ レ を 上 手 く マ ッ チ

ン グ さ せ る 仕 組 み や ツ ー ル を 再 度 検 討 す る 必 要 が あ る の で は

な い か と 感 じ た 。 市 民 が 情 報 を 入 手 す る 際 の ３ ス テ ッ プ の そ

れぞれについて再度自己点検していただき たい。  

  市 民 間 の情 報 交 換 に つ い て は、 市 民 の 側 に は 伝 えた い と い

う 意 志 と コ ン テ ン ツ は あ る が 、 そ れ を 上 手 く 発 信 で き て な い

と感じている人も多い。  

・ 市 の 自 己 評価 と し て 、 あ る 程 度情 報 発 信 が で き て いる と 評 価

し て い た が 、 情 報 発 信 の 仕 組 み に つ い て は 改 善 の 余 地 が あ る

ことが分かった。担当課としっかり情報共有を行いたい。  

。  
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６  その他  

⑴  今後の予定について  

  第４回審議会の日程について  

問合せ先  都市経営部まちづくり課  

 


